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近年，交流の希薄化が問題になっており，地域交流が促進される取り組みが必要とされている．本研究

では，地域公共交通には地域交流の場としての機能があり，交流の促進が期待されると考えた．そこで，

地域公共交通の利用による地域交流と健康への影響の検証するために地域公共交通内の交流の観測調査と

アンケート調査を行った．観測調査の結果，車内では会話が行われており，交流ができる環境であること

が分かった．さらに，アンケート調査の分析の結果，地域公共交通をを利用する人ほど地域交流が活発で

あり，高齢者においては，地域交流が活発である人ほど健康であるというモデルが有意であった．したが

って，地域公共交通内で新たな交流が生まれ，地域の交流が活発化されており，さらには健康状態に効果

を及ぼしている可能性が示唆された． 
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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景 

少子高齢化や人口減少によって，地域のつながりが弱

くなってきていると言われている．高齢者も例外ではな

く，年々近所の人たちと親しく付き合っている人の割合

が低くなっていることが報告されている 1)．特に一人暮

らしの高齢男性は，会話の頻度が2~3日に1回以下と答

える人が 28.8%に上る 2)．さらに，地域や近所の人との

交流が少ない状態になると，健康リスクが高まると言わ

れている．斉藤ら 3)によれば，同居者以外との対面・非

対面交流があわせて週に1回未満になると，その後の要

介護状態や認知症，さらには早期死亡に関連するという．

このような状態を防ぐためにも，地域の人と交流できる

場所を提供することが重要であると考えられる． 

地域の人と交流する場所のひとつとして，地域公共交

通が考えられる．地域公共交通は，コミュニティバス，

乗り合い型タクシー，ST サービスなどから構成される．

路線バスなどに比べ，小さな車両を利用していることが

多い地域公共交通では，利用者同士の距離が近く，会話

しやすい状況が生まれやすいと期待される．つまり，地

域公共交通を利用することによって，地域や家族との交

流が少なく，交流の場を提供できると考えられる．また，

運転手が積極的に声をかけることで，会話が活発になる

とも考えられる．しかし，日本においては，「旅客自動

車運送事業運輸規則第53条 旅客の禁止行為の 1項 

 一 走行中みだりに運転者に話しかけること」と規定

されており，公共交通内での会話は少なく，公共交通を

提供すれば，交流が生じるというような状況ではない．

本研究では，地域公共交通の利用と交流の促進また，交

流することにより生じる効果を示すことで，地域公共交

通内の会話や，運転手が会話をすること是認する地域公

共交通のルール作りの一助となる事を研究を行うモチベ

ーションの一つとしている． 

 

(2) 既往研究の整理  
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地域公共交通が地域の交流に与える影響について考察

した既往研究について整理する． 

大和ら 4)は，デマンド型交通の利用ログデータをもと

に，ソーシャルネットワークを抽出し，その時系列変化

と地理的な関係を分析し，デマンド型交通がユーザーの

ソーシャルネットワークを拡大していることを示した．

また，ユーザーへのアンケート調査，インタビュー調査

によっても，デマンド型交通により交友関係が形成され

ていることを確認した．デマンド型交通では，事前に予

約をして乗車する．したがって見知らぬ人同士で乗りあ

うよりも，もとから知り合いだった人同士が同じ時間に

予約している可能性が高く，交流は狭い範囲に特定され

やすいと考えられる．一方，定時定路線の地域交通の場

合，いろいろな見知らぬ人と乗り合う可能性が高い．地

域公共交通を利用することにより，広い範囲で交流がで

き，さらに濃い交流につながっていく．また，個別の濃

い交流だけでは，突然その交流が失われたときに孤立し

てしまう可能性が高い．したがって，個別の交流も重要

だが，交流の範囲が広いことも重要であると考えられる．

よって，偶然バス内で出会った利用者が，車内でどのよ

うな交流をし，それが地域内の交流にどのような影響を

あたえているかを検証する必要がある． 

浦竹ら 5)は，コミュニティバスの運行にかかわる地域

住民とバス利用者へのアンケート調査に基づき，コミュ

ニティバスが地域コミュニティの交流の場としての役割

を担っていることを確認した．コミュニティバスの利用

者は，コミュニティバスが運行したことにともない，他

地区の人とのふれあいや会話する機会が増えている． 

これら 2つの既往研究において，デマンド型交通や，

コミュニティバスの利用者は，地域公共交通の車内で交

流を行い，交流の範囲が拡大することが示されている．

しかし，これらの既往研究では，地域公共交通の利用者

のみへの調査にとどまっており，地域公共交通を利用し

ない地域住民との差が考察できていない．また，地域公

共交通の車内での交流が，地域全体に影響を与えると考

えられるため，地域全体への検証を行う必要がある．  

 

(3) 研究の目的 

現在，地域の交流の希薄化が問題になっており，地域

交流が促進される取り組みが必要とされている．一方，

公共交通には交流の場としての機能が備わっていると考

えられ，特に車内が狭く，地域に根ざした公共交通であ

る地域公共交通は，その機能が高いと考えられる． 

(2)でも述べたように，オンデマンド交通やコミュニ

ティバスによる地域コミュニティへの影響を検討した研

究はあるものの，対象は利用者のみに限定されており，

利用者以外への影響を論じている研究は見当たらない．

利用者以外の地域住民にも調査を行うことで，地域公共

交通の利用の有無による交流への影響の差が明確にし，

地域公共交通を利用することによって活発になった交流

が地域全体へ与える影響を考察する事が必要である． 

このような状況をふまえ，本研究では，地域公共交通

を利用することによる地域交流への影響を明らかにする

ことを目的とする．さらに，その効果として，交流が増

えることによる健康への影響を検証したい．地域公共交

通が交流の場として機能し，それが個人や地域社会に与

える効果を示すことができれば，地域公共交通内での会

話や交流を促進させるための地域公共交通を利用する際

のルール作りを進めていくことにもつながる． 

本研究では，コミュニティバス「ぐるっと生瀬」が運

行している兵庫県西宮市生瀬地区をケーススタディ地区

とした． 

まず，ぐるっと生瀬の中でどの程度交流が行われてい

るかを検討する．そのため，ぐるっと生瀬の利用者のバ

ス内の交流の有無の分析する．そこで，ぐるっと生瀬へ

の乗り込み調査を行い，利用者がバス内で交流したかど

うかを調査した．なお，この調査では，交流はまずは挨

拶などの会釈をすることから生まれ，会話などに発展す

ると考え，会話と会釈に分けて把握し調査を行った． 

ついで，ぐるっと生瀬内での交流の拡大が地域の交流

の拡大につながり，健康にも影響を与えることを検証す

るために，バスの利用が地域交流に影響を及ぼし，さら

には健康にも影響を与えることを分析する．  

 

2. ケーススタディ地域について 

 

(1) 西宮市生瀬地区の概要 

西宮市は，本庁地区，鳴尾地区，瓦木地区，甲東地区，

塩瀬地区，山口地区の6つの行政地区から構成されている．

塩瀬地区の 7 つの町（生瀬，生瀬東町，宝生ヶ丘，花の峯，

青葉台，生瀬武庫川，生瀬高台）のうち，生瀬高台・花の峯・

宝生ヶ丘・青葉台の 5つの町からなる生瀬地区が今回ケース

スタディ地区として設定する生瀬地区である．生瀬地区の人

口は 8700人（平成 29年 12月 31日現在）である．高齢化率

は生瀬地区全体で 29.8%であり，中でも高齢化が進む町で

は，高齢化率が 50%近い町もある 6 )． 

 生瀬地区は，昭和40年代から 50年代にかけて開発され

た住宅地である．急勾配で狭隘な道路が張り巡らされている．

最寄りの路線バスのバス停や，JR の駅と住宅との高低差は

最大で 133mと，非常に起伏が激しい地区である．  

 

(2) 西宮市生瀬地区の交通 
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生瀬地区は最寄りのバス停や駅との高低差が大きいた

め，高齢者が車以外では外出しにくい状況が続いていた．

そういったなか，地域公共交通を求める意見も多かった

ため，2011年より西宮市行政や交通事業者の協力の下，

生瀬地区の地域交通運検討が始まった．2012年の無料試

験運行，2013年度，2014年度の二回にわたる有料試験運

行を経て，2015 年 10 月よりぐるっと生瀬「ぐるっと生

瀬」の本格運行が開始された． 

ぐるっと生瀬は，現在，阪急・JR 宝塚駅を起終点と

して運行している．運賃は大人 300円・子供 200円であ

る．車両は，14 人乗りの小型バスを使用している．ル

ートは生瀬高台，宝生ヶ丘，青葉台，花の峯の 4ルート

であり，一日各ルート5便ずつ運行している．平成29年

11月第二週の利用実績では，一日平均 100人，一便あた

りおよそ 5人が利用している．1ルートおよそ 20分のう

ち，車内に 2 人以上乗り合わせる時間が 13 分あり，小

型バスという狭い空間の中で，交流できる環境であると

期待される．  

 

図 1ぐるっと生瀬の概要 7) 

 

3. ぐるっと生瀬の交流の実態 

 

(1) 概要 

本章では，ぐるっと生瀬内での交流の実態を把握する

ために行った調査について述べる．地域公共交通の車内

での交流には，会話，挨拶などの会釈が考えられる．会

釈をすることが会話にもつながり，より密接な交流につ

ながると考え，会話だけでなく，会釈についても調査し

た．会話と会釈の差については，金子らの公共交通内の

雰囲気に関する研究 8)を元に調査項目を作成した．運転

手も車内での会話に影響を与えると考え，運転手との会

話と，乗客同士の会話は分けて調査を行った．また，バ

ス内の交流の程度がどのような影響を受けているか検証

した． 

 ぐるっと生瀬内の交流調査の概要を表 1に示した．  

 

表 1 ぐるっと生瀬内の交流調査の概要 

調査日 2017年12月4日～12月8日の全運行便 

調査目的 ぐるっと生瀬内での交流の把握 

調査方法 

調査員がぐるっと生瀬に乗車して調査する． 

乗客ごとの動向を調べる． 

観測項目を会話は双方向3回以上， 

会釈は3回未満と定義する． 

調査対象 調査期間内のぐるっと生瀬利用者全員 

 

 

(2) 調査結果 

ぐるっと生瀬内の交流調査の結果を図 2に示す． 

 

 

図 2 ぐるっと生瀬内の交流調査結果 

 

 調査期間において，乗車中に会話または会釈をする人の

割合は 90%前後であるという結果になった．また，会話をする

人の割合も 50％前後であった．そして，久しぶりに車内で会

ったと思われるような会話を耳にしたり，ぐるっと生瀬の中でし

か会わない友人がいると話す人もいたため，ぐるっと生瀬は

地域の交流の場としての機能を持っていると考えられる． 

 

(3) 分析 

調査の結果から，全体の 50％程度がぐるっと生瀬の

車内で会話を行い，会釈まで含めると全体の約 90％が

交流を行っていることがわかる．さらに，会話をする人

の割合について，ルート，時間帯，曜日の三要素につい

て三元配置分散分析を行ったところ，ルートと時間帯の

交互作用が有意であった．（F(3,72)=3.66, p<0.05)したが

って，会話が活発に行われるかどうかは，各利用者によ

るものが大きいと推測される． 

 

4. 地域公共交通と交流および健康に関する調査 
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(1) 仮説と調査概要 

 本研究では，「地域公共交通が運営され，人々が空間

を共有することにより，新たな交流が発生する」と仮説

を立て，検証を行う．さらに，「地域公共交通が提供さ

れ，交流が活発になった状態が健康状態に効果を及ぼす

こと」を検証する． 調査の概要は表 2に示した． 

 

表 2 調査概要 

調査期間 2017年 11月 26日～12月 15日 

調査目的 地域公共交通と交流及び健康の関

係性を把握する 

調査対象 生瀬地区の 16歳以上の住民 

(各世帯年齢が上の方から 2名ずつ) 

調査結果 配布部数：3533世帯  

回収部数：1221世帯(1710部) 

世帯回収率：34.6% 

 

地域公共交通の利用については，「ぐるっと生瀬を利

用したことがあるか」，「どのくらいの頻度で利用する

か」の 2つの質問を用意し，普段の利用状況を確認した．

また，交流状態に関する調査項目については，寺川らの

人的交流に関する調査 9)を元に質問を作成した．また，

健康状態に関する調査項目ついては，認知症と身体的な

健康状態を表現するため，これらを反映した質問項目と

して，栗田が開発した DASC-2110)をもとに質問項目を

使用した．  

 

(2) 回答者属性 

回答者の属性について検証するために，性別と年齢に

ついてクロス集計を行った．その結果を表 3に示す．表

の右部分の住民基本台帳に基づく人口は，平成 29年 12

月末日のものである 6）．  

 

表 3回答者属性 

 
アンケート回答者 住民基本台帳に基づく人口 

男性 女性 合計 割合 男性 女性 合計 割合 

10代 2 4 6 0.4% 505 456 961 11.8% 

20代 3 12 15 0.9% 326 322 648 8.0% 

30代 15 46 61 3.6% 383 404 787 9.7% 

40代 79 133 212 12.7% 680 751 1431 17.6% 

50代 62 136 198 11.8% 600 578 1178 14.5% 

60～ 

64歳 
52 100 152 9.1% 244 286 530 6.5% 

65～ 

74歳 
210 330 540 32.3% 598 724 1322 16.3% 

75歳 

以上 
232 257 489 29.2% 525 750 1275 15.7% 

合計 655 1018 1673 100.0% 3861 4271 8132 100.0% 

  

今回の調査では，各世帯年齢が上の方から二名を回答者

としているため，住民基本台帳に基づく年齢階級別の人

口よりも高齢者の割合が高くなっている．本研究では，

主に高齢者についての検証を行うので，高齢者の割合が

高いことに問題はないといえる． 

 

(3) ぐるっと生瀬の利用について 

 ぐるっと生瀬の利用の有無，利用頻度についての質問

の単純集計の結果を図 3に示す 

 

図 3ぐるっと生瀬の利用 

 

図 3より，ぐるっと生瀬を利用したことがある人は全

体の 40.6%，日常的に利用している人は，約 35%という

結果であったことがわかる．利用することが一度でもあ

ればほとんどの人が日常的に利用するようになると推測

され，ぐるっと生瀬が交流の場として機能していれば，

利用しなかった場合には交流しなかったような人とも交

流するようになると考えられる． 

次に，ぐるっと生瀬を利用すると答えた人を対象にし

た，ぐるっと生瀬の中での会話についての質問の単純集

計の結果を図 4に示す． 

 

 

図 4ぐるっと生瀬内での交流 

  

また，ぐるっと生瀬を利用してお友達ができたかどう

かの質問では，利用すると答えた方のうち，一緒に出か

けたり，家を行きかう友達ができた方が 1.7％，車内で

会話する友達ができた方が14.8％いたという結果であっ

た．第 3章のぐるっと生瀬車内の交流の実態の調査でも，

約半数が会話をしているという結果であり，その結果と

も整合性がとれている． 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用頻度

利用有無
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(4) 地域交流について 

地域交流の範囲についての質問の単純集計結果を表 4

に，頻度についての質問の単純集計を表 5に示す．ここ

での交流は，生瀬地区内に限定した． 

 

表 4地域交流の範囲 

  

 

表 5地域交流の頻度 

 

 

調査票の作成の際に参考にした寺川らの研究では，

65 歳以上の高齢者においては，交友する友人のいない

人の割合は 34.5％であった．今回の調査では，全体で

24.0％，高齢者だと 18.5％であり，寺川の研究の対象地

域よりも地域内交流が多い地域であるといえる． 

 

(5) 健康について 

本研究では，健康の指標として DASC-21 を使用した．

本項では，DASC-21 で「認知症の可能性あり」と診断

される基準である合計得点が 31 点以上である人の数を

把握するために集計を行った．その結果を図 5に示す． 

今回の調査では，回答者の約 5%が「認知症の可能性

あり」の状態を示す回答であった．さらに， 図 6は，

65 歳以上の回答者を対象に単純集計を行った結果であ

る．65 歳以上に限定すると，「認知症の可能性あり」

の状態を示す回答をしたのは，約 10％となり，得点が

高い人が増加する．また，粟田 9)らの調査では，65歳以

上の高齢者において，DASC-21 の合計点の平均値は

23.77，標準偏差は 6.52 であり，今回の調査とほぼ相違

はないという結果であった． 

 

 

 

図 5 DASC-21の得点分布 

 
図 6 高齢者におけるDASC-21の得点分布 

 

 

5.  地域公共交通と交流の関係についての分析 

 

(1) 分析の方針 

 本章では，地域公共交通と交流の関係について調べる

ために，ぐるっと生瀬の利用の有無に関する質問および

ぐるっと生瀬内での交流に関する質問と地域交流に関す

る質問のクロス集計を行う．ぐるっと生瀬の利用につい 

ては，月に１回，２週に１回，週に１回，週に２,３回，

ほぼ毎日の回答を「ふだんの利用あり」にまとめて集計

を行った．  

 

(2) ぐるっと生瀬の利用の有無と地域交流の関係 

 ぐるっと生瀬の利用と交流の人数についてのクロス集

計の結果をエラー! 参照元が見つかりません。に示す． 

いない 661 38.7% 512 29.9% 505 29.5%

1～5人 796 46.5% 752 44.0% 856 50.1%

6～10人 115 6.7% 166 9.7% 145 8.5%

11人以上 59 3.5% 186 10.9% 122 7.1%

未回答 79 4.6% 94 5.5% 82 4.8%

合計 1710 100.0% 1710 100.0% 1710 100.0%

家を行きかう友人 家以外で会う友人 電話をかける友人

ほぼ毎日 51 3.0% 71 4.2% 65 3.8%
週に数回 289 16.9% 297 17.4% 248 14.5%
月に数回 458 26.8% 469 27.4% 399 23.3%
年に数回 338 19.8% 342 20.0% 334 19.5%
その他 350 20.5% 316 18.5% 422 24.7%
未回答

224 13.1% 215 12.6% 242 14.2%

合計 1710 100.0% 1710 100.0% 1710 100.0%

家を行きかう友人 家以外で会う友人 電話をかける友人

全体
平均 24.04
標準偏差 4.79
度数 1633

高齢者
平均 24.89
標準偏差 5.74
度数 986
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表 6 クロス集計結果 

 

 

エラー! 参照元が見つかりません。の結果からもわか

る通り，ぐるっと生瀬を利用する人のほうが地域交流が

活発であることが分かった．また，ぐるっと生瀬をふだ

ん利用する人とそうでない人の間には，地域の交流に有

意な差があった．有意であったすべての項目において，

ふだんぐるっと生瀬を利用する人のほうが，交流の範囲

が広く，頻度も高いという結果であった．したがって，

ぐるっと生瀬を利用している人のほうが日常的な地域の

交流も活発であることが示唆される．ぐるっと生瀬を利

用し，利用しなかったときには交流をしないような人と

も顔を合わせることにより，地域交流が促進していると

考えられる．また、DASC-21の得点が 31点以下であっ

た人を対象に集計したところ，同様にぐるっと生瀬の利

用の有無によって地域交流の範囲に有意な差があった． 

 

6. 地域公共交通と交流および健康の関係について

の分析 

 

(1) 分析の方針 

地域公共交通が提供され，交流が活発になった状態が

健康状態に効果を及ぼすことを検証するために，共分散

構造解析を行う．共分散構造分析は，直接観測できない

潜在要因を仮定し，その潜在要因と回答結果との影響関

係および潜在要因相互の因果関係を把握する統計的アプ

ローチである．今回は，共分散構造分析ソフトAmos 

Version20 を用いて共分散構造分析を行った．仮定され

るモデルを図 7に示す． 

 

図 7 仮定されるモデル 

健康についての質問項目であるDASC-21については，

評価項目ごとの点数の和を顕在変数として用いた．モデ

ルの採用は適合度指標AGFIが最も良好で，潜在変数間

及び潜在変数と顕在変数間の全てのパス係数が有意

（5％以下）になることを条件として最適モデルを選択

する．なお，本論文におけるパス係数は標準化推定値で

示す． 

 

(2) 共分散構造分析結果 

 全年齢を対象としたサンプルでは，有意なモデルが得

られなかった．対象を65歳以上に限定すると有意なモ

デルが得られたため，その結果を図 8に示す．AGFIは

基準となる0.9にやや満たない結果となった． 

 

 

図 8 共分散構造分析結果 

 

  図 8より，ぐるっと生瀬車内での交流から日常交流

へのパス係数は，0.10と値が小さいものの，ぐるっと生

瀬車内での交流が多いほど日常的な地域の交流も活発で

あることが示された．また，地域交流を広範囲で行って

いるほうが健康であるという可能性も示された．したが

って，ぐるっと生瀬車内での交流が多いほど日常的な地

域の交流が多く，間接的にではあるが，ぐるっと生瀬で

の交流が健康にも効果を与えていることがわかった． 

 また，ぐるっと生瀬内の交流から直接健康にパスを

つなげることも検討したが，有意な結果とならなかった． 

したがって，ぐるっと生瀬内で交流することが直接健康

に効果を与えているのではなく、地域交流が活発になる

というステップを踏み，健康に効果が出ていることが示

唆された． 

 

7. 結論 

 

本研究で行った 2つの調査の分析結果から，地域公共

交通を利用する人のほうが地域交流を活発に行っており，

間接的にではあるが，地域公共交通内で活発になった交

流が健康状態に効果を及ぼしていることが示された． 

第 3章の調査結果により，ぐるっと生瀬は，会話交流が

交流の種類
ぐるっと
生瀬の利用

交流する人数

互いの家を
行きかう

なし
あり

家以外の
場所で会う

なし
あり

電話をかける
なし
あり

33.6%

44.3%

28.3%

33.7%

24.8%

34.6%

54.8%

45.2%

50.3%

44.1%

57.6%

49.5%

11.6%

10.5%

21.5%

22.2%

17.6%

15.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いない 1~5人 6人以上

（  =17.1, df=2, p<0.01）

（  =6.1, df=2, p<0.05）

（  =15.9, df=2, p<0.01）

地域交流

健康

ぐるっと生瀬
内の交流

友達ができた

運転手との会話

会話

電話をかける

家以外で会う

家を行きかう

問題解決

見当識

記憶

身体的ADL①

家庭内のIADL

身体的ADL②

家庭外のIADL

顕在変数

潜在変数

凡例

DASC-21

健康

友達ができた

運転手との会話

会話

電話をかける

家以外で会う

家を行きかう

問題解決

見当識

記憶

身体的ADL①

家庭内のIADL

身体的ADL②

家庭外のIADL

.10

.16

.98

.93

.89

.84

.79

.74

.60

.55

.77

.88

.90

.79

.57

N=685

AGFI：.889

地域交流

ぐるっと生瀬
内の交流
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行える場所であることが確認できた．第5章のクロス集

計より，ぐるっと生瀬をふだん利用している人のほうが

地域交流を活発に行う傾向があることがわかった．さら

に，第 6章で行った共分散構造分析の結果からも，高齢

者においては，ぐるっと生瀬の車内で交流することが地

域交流に影響を与えている可能性があることがわかった． 

以上より，地域公共交通の車内で人々が空間を共有する

ことによって，新たな交流が生まれ，地域の交流が活発

になり，さらには健康状態に効果を及ぼす可能性が示唆

された．したがって，今後，地域公共交通を運営してい

く際は，車内で交流が生まれやすいように考慮すること

が望ましいといえる． 

一方，地域公共交通内での交流は，一緒に乗ってきた

人がそのまま車内で会話を続けた場合と，車内で偶然乗

り合わせて会話が始まった場合が考えられる．しかし，

今回の調査では，どちらも会話にカウントしたため，車

内で偶然乗り合わせて交流が活発化しているという場面

を正確には捉えられていない．アンケート調査では，ぐ

るっと生瀬を利用することでできた友達がいるという回

答もあったが，少数であったため，どのようなしつらえ

をすれば，より交流が拡大されるかについてさらに詳細

な調査をする必要がある． 

さらに，健康に関しては，交流，外出頻度以外にもさ

まざまな要因が考えられる．年齢や生活習慣，もともと

の健康状態などの状態の異なる回答者間だけで関係性の

有無を明らかにするだけでなく，個人の状況についてパ

ネル調査を行うことにより，因果関係を明らかにする必

要がある． 
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